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こ
の
度
、
３
月
の
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
賜
り
、
議
長
及
び
副
議
長
の
要

職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
町
田
市
議
会
議
員

と
し
て
の
活
動
を
通
じ
、
市
民
の

皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴

す
る
中
で
「
開
か
れ
た
議
会
」
で

あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
、

市
民
の
皆
様
に
さ
ら
な
る
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
格
差
の
広

が
り
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
な

ど
、
町
田
市
が
直
面
す
る
課
題
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
複
雑
化
、
多
様

化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
山
積
す
る
諸
課
題
に

対
し
て
、
積
極
的
な
情
報
発
信
と

市
民
の
皆
様
の
声
を
拝
聴
す
る
体

制
構
築
に
努
め
、
町
田
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ち
だ
み
ら
い

○
森
本
せ
い
や　
　
イ
ス
レ
ス
つ
ば
さ

　

渡
辺
さ
と
し　
　
小
野
り
ゅ
う
じ

　

佐
藤　

和
彦　
　

笹
倉
み
ど
り

　

今
村　

る
か

　
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会

○
若
林　

章
喜　
　

前
田
げ
ん
き

　
ば
ん
な
い
さ
き　
　

白
川　

哲
也

　

渡
辺
厳
太
郎　
　

岩
瀬　

和
子

　
自
由
民
主
党
・
日
本
維
新
の
会

○
加
藤　

真
彦　
　

小
沢
タ
ケ
ル

　
お
ぜ
き
重
太
郎　
　
三
遊
亭
ら
ん
丈

　

熊
沢
あ
や
り　
　

佐
藤
伸
一
郎

　
公
明
党

○
松
葉
ひ
ろ
み　
　

森
じ
ゅ
ん
子

　
馬
部
ゆ
き
ま
さ　
　
小
野
寺
ま
な
ぶ

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久

　
日
本
共
産
党

○
細
野　

龍
子　
　

大
野
ま
こ
と

　

田
中　

み
ほ　
　

殿
村　

健
一

　
無
所
属

○
松
岡
み
ゆ
き　
　
は
せ
が
わ
圭
亮

　
新
井
よ
し
な
お　
　

吉
田
つ
と
む

　
諸
派

　
う
の
つ
の
ぶ
こ

　
諸
派

　

矢
口　

ま
ゆ

　
「
ま
ち
だ
み
ら
い
」
は
、
市
民

目
線
を
第
一
に
考
え
、
未
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
。
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
に
し
ま
す
。

②
新
た
な
学
校
づ
く
り
は
、
適
正

な
学
級
配
置
、
災
害
時
の
避
難
施

設
の
確
保
、
地
域
活
動
の
継
続
等

を
進
め
ま
す
。

③
障
が
い
児
・
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

④
す
べ
て
の
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
地
域
環
境
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

⑤
買
物
や
通
院
等
、
交
通
不
便
地

域
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
認
知
症
当
事
者
と
家
族
介
護
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。

⑦
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
等
、
多
様
性
を

尊
重
す
る
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

転
換
期
を
迎
え
た
町
田
市
政
に

お
い
て
、
当
会
派
は
二
元
代
表
制

の
一
翼
と
し
て
、
行
政
と
対
等
な

立
場
で
の
議
論
を
通
じ
、
健
全
な

市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

事
務
事
業
を
精
査
し
、
抜
本
的

な
見
直
し
と
財
政
健
全
化
を
断
行

し
ま
す
。
町
田
駅
周
辺
の
再
開
発

や
学
校
統
合
等
の
議
論
を
重
ね
、

将
来
の
方
向
性
を
明
確
に
示
し
、

豊
か
で
良
好
な
住
環
境
整
備
に
努

め
ま
す
。
町
田
市
民
病
院
に
つ
い

て
は
、
赤
字
解
消
に
向
け
経
営
を

立
て
直
し
、
将
来
に
渡
り
誰
も
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
持
続
可
能

な
運
営
の
実
現
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

市
民
の
声
を
聞
き
、
議
会
で
骨

太
な
議
論
を
重
ね
、
信
頼
さ
れ
る

開
か
れ
た
議
会
を
築
き
ま
す
。
実

効
性
の
高
い
政
策
提
言
を
積
極
的

に
行
い
、
市
政
の
発
展
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

自
由
民
主
党
・
日
本
維
新
の
会

は
、
地
域
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
暮
ら
し
の
安
心
と
未
来
へ
の

確
か
な
投
資
を
両
立
さ
せ
る
市
政

を
目
指
し
ま
す
。

　

子
育
て
・
教
育
、
福
祉
、
防
災
、

環
境
、
産
業
振
興
な
ど
、
生
活
に

直
結
す
る
幅
広
い
課
題
に
現
場
主

義
で
丁
寧
に
取
り
組
み
、
実
感
で

き
る
改
善
を
着
実
に
積
み
重
ね
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様
な
市

民
の
意
見
を
尊
重
し
、
対
話
と
協

働
を
通
じ
て
、
地
域
の
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
を
重
視
し
ま

す
。

　

誰
も
が
誇
り
を
持
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
、

次
世
代
へ
と
つ
な
が
る
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
の

開
発
優
先
の
市
政
か
ら
「
と
こ
と

ん
暮
ら
し
」
で
市
民
に
寄
り
添
う

市
政
に
転
換
し
ま
す
。
そ
の
緊
急

要
求
と
し
て
、
運
転
士
確
保
と
バ

ス
増
便
へ
の
支
援
、
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
袋
無
料
化
、
国

保
税
引
下
げ
、
制
服
代
な
ど
教
育

費
の
負
担
軽
減
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
芹
ヶ
谷
公
園
や
野
津
田

公
園
の
開
発
計
画
を
見
直
し
、
自

然
と
景
観
を
守
る
こ
と
、
町
田
駅

周
辺
開
発
推
進
計
画
を
見
直
し
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
市
民

本
位
の
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
統
廃
合
や
図
書
館
削
減
の

計
画
は
中
止
し
、
少
人
数
学
級
を

進
め
、
図
書
館
と
蔵
書
を
増
や
し

ま
す
。
障
が
い
者
等
の
タ
ク
シ
ー

券
助
成
や
介
護
等
の
ケ
ア
ワ
ー
カ

ー
支
援
な
ど
福
祉
の
制
度
を
拡
充

し
「
公
共
の
役
割
」
を
求
め
ま
す
。

　

政
党
に
属
さ
ず
市
民
の
声
を
原

点
に
行
動
す
る
無
所
属
議
員
４
名

で
構
成
す
る
会
派
で
す
。

　

子
育
て
支
援
、
保
育
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
、
教
育
環
境
の
向
上

と
学
び
の
機
会
確
保
、
若
者
育
成

と
定
住
促
進
、
交
通
不
便
地
域
の

改
善
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取

り
組
み
ま
す
。
（
仮
称
）
町
田
市

立
国
際
工
芸
美
術
館
整
備
、
学
校

統
廃
合
、
野
津
田
公
園
再
開
発
の

各
計
画
は
拙
速
に
進
め
ず
見
直
し
、

市
民
と
共
に
再
検
討
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
税
金
の
無
駄

を
削
減
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開

の
も
と
公
正
で
透
明
な
市
政
を
実

現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
田
へ
。
対
話
と

合
意
形
成
を
大
切
に
し
、
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
藤
　
和
彦

佐
藤
　
和
彦  

議
　
長

議
　
長

三
遊
亭
ら
ん
丈

三
遊
亭
ら
ん
丈  

副
議
長

副
議
長
を
選
出

を
選
出

ま
ち
だ
み
ら
い

選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会

自
由
民
主
党
・
日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党

無
　
所
　
属

　
改
選
後
の
３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
９
日
に
正
・
副
議
長
の
選
挙
、
３
月
10
日

に
常
任
委
員
会
な
ど
の
議
会
人
事
の
改
選
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
和
彦
議
長
（
ま
ち
だ
み
ら
い
）、
三
遊
亭
ら
ん
丈
副
議
長
（
自
由
民
主
党

・
日
本
維
新
の
会
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

佐藤　和彦　議長三遊亭らん丈　副議長

会
派
構
成

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
会
派
と
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た

様
々
な
施
策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意
見
を
持
つ
議
員

同
士
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

公
明
党
は
「
大
衆
と
と
も
に
」

の
立
党
精
神
を
胸
に
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
歩
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
育

て
や
介
護
、
防
災
、
孤
立
な
ど
暮

ら
し
の
現
場
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

小
さ
な
声
を
丁
寧
に
受
け
止
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
０
円
子
育
て
」

の
実
現
や
小
１
の
壁
解
消
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
５
歳
児
健
診

の
導
入
、
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
整
備
、
手
話
言
語
条
例
の
制
定

や
、
が
ん
検
診
な
ど
検
診
費
用
の

負
担
軽
減
に
加
え
、
行
政
Ｄ
Ｘ
の

加
速
化
や
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の

導
入
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

田
へ
、
支
え
合
い
と
希
望
が
広
が

る
未
来
を
目
指
し
、
責
任
あ
る
政

治
を
着
実
に
前
へ
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

会　派　名 人数
ま ち だ み ら い 7
選ばれる町田をつくる会 6
自由民主党・日本維新の会 6
公 明 党 5
日 本 共 産 党 4
無 所 属 4
諸 派 1
諸 派 1
諸 派 1
諸 派 1

計 36

　
諸
派

　

友
井　

和
彦

　
諸
派

　

ふ
じ
た　

学

（
令
和
８
年
３
月
１0
日
現
在
）

�

○
は
会
派
代
表
者

３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
会
派
に
つ
い
て
抱
負
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
会
派
の
所
属
議
員
の
詳
細
に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
派
の
抱
負


